
事例報告の登録に向けたチェックリスト 
 

＜全体＞ 

 1 対象者の個人情報は保護されていますか？ 

 2 各シート項目はすべて記載されていますか？ 

 3 本文の内容と各シートの内容には、整合性が保たれていますか？ 

 4 報告のタイトルと目的は、明確ですか？ 

 5 対象者が自身の回復に向けて主体的にかかわることができた内容となっていますか？ 

 6 事例報告や事例発表する前に、内容を同僚者、先輩、上司に読んでもらいましたか？ 

＜インテーク＞ 

 7 生活行為の目標は、対象者の生活歴（個人因子）が反映されていますか？  

 8 生活行為の目標は、達成レベルまで踏まえて具体的に記載されていますか？  

 9 キーパーソンは誰（同居家族など）で、対象者に期待する生活行為の目標の記載はありますか？ 

＜アセスメント＞ 

 10 基本情報をもれなく把握し、疾患名・合併症・現病歴から現在の生活行為障害の要因がわかるように記載しましたか？ 

 11 
環境因子の評価として、福祉用具や住環境だけでなく、家族の態度や支援者の態度、経済状況、地域の社会資源も記載され

ていますか？ 

 12 活動と参加は、24時間 365日を意識して、セルフケアや ISDL、余暇活動、地域活動まで把握できていますか？ 

 13 心身機能は身体機能だけでなく、精神機能や栄養状態や痛みなどまで網羅されていますか？ 

 14 健康状態の把握として、使用薬物や合併症なども記載できていますか？ 

 15 予後予測は、いつまでにどこまで達成するかを記載しましたか？ 

＜課題の抽出と設定＞ 

 16 生活行為課題分析シート内で現状能力と予後予測とのギャップから課題が抽出できていますか？ 

 17 課題の優先順位は、対象者や家族の希望と緊急度・重要度を考慮して順位づけしていますか？ 

＜合意形成＞ 

 18 対象者や家族、チーム構成員との合意形成のプロセスを記載していますか？ 

 19 医師やケアマネージャーなどのマネジメント担当者との合意形成に努めていますか？ 

＜プランニング＞ 

 20 目標となる生活行為の工程分析に基づいてプランが立案されていますか？ 

 21 作業療法士が関わっている時間だけでなく、24時間 365日を意識したプランになっていますか？ 

 22 目標となる生活行為を達成するための構成要素となる生活行為への介入は見落とされていませんか？ 

 23 対象者・家族・支援者の役割分担を明確ですか？ 

 24 目標達成するため、地域の社会資源の活用まで検討されていますか？ 

＜実行・モニタリング＞ 

 25 立案したプログラムが実行されましたか？ 実行できなかった場合はその理由と変更したプランは記載されていますか？ 

 26 目標は達成しましたか？ 未達成の場合、理由は記載してありますか？ 

＜計画修正・生活行為の引き継ぎ＞ 

 27 支援が途切れないように支援者に引き継ぎをしましたか？ 申し送り表を利用した場合、シートを添付していますか？ 

 28 考察には、課題に対する介入結果と対象者の変化、残る課題とその解決手段が記載してありますか？ 

 29 対象者の課題から組織や地域の課題が抽出されていますか？ 

 


